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研究成果の概要（和文）：
大学の教育力を実証的に明らかにしようと考え、文献研究や大学職員へのインタビューや大

学生へのアンケート調査を実施してきた。 大学生へのアンケート調査は、2007 年 11 月～2008
年 1 月にかけて、全国の 14 大学（国立 3 校、私立 11 校）の大学生 2647 名に対して行った。
その結果、以下の 4 点が明らかになった。第 1 に、大学チャーターは大きな教育力を持つこと。
第 2 に大学は大人になる為のイニシエーションの場であること。第 3 に大学は将来の職業的な
基礎を作る場であること。第 4 に、コミュニティとしての大学の教育力が重要性であること。

研究成果の概要（英文）：
I surveyed 2647 students at 14 universities and reported the results to the Japan Society
of Educational Sociology. I have developed four main views about university education
as follows. First, a university’s charter has an educational effect. Second, universities are
important as places for initiation into adult society (rite of passage). Third, university
classes help build basic occupational ability. Fourth, it is important for a university to
play a role in the community.
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１．研究開始当初の背景
近年、大学教育の改革をめぐる動きが盛ん

である。多くの大学で新しい教育改革が行わ
れていると同時に、政府もさまざまな支援策
を講じている。それらは、大学の「教育力」
を育成する試みであるということができる。

大学改革の焦点は、これまでのところ、教
育課程や教育方法に当てられることが多か
った。しかし、学生生活を支援し、学生の成
長を促すという視点からすると、教育課程以
外の学生の活動（キャンパスライフ）にも注
目する必要がある。
学生のキャンパスライフは授業や勉学か

らだけで構成されてわけではなく、部・サー
クル活動や友人関係やアルバイトといった
授業や勉強以外のさまざまな活動も含めて
成り立っており、それらが学生の成長に大き
なインパクトを与えている。それらを全て含
めて、大学の｢教育力｣を考える必要がある。
それゆえ、大学の｢教育力｣育成を考えるた

めには、授業や勉強以外の分野も視野に入れ、
学生のキャンパスライフをトータルに捉え
る必要がある。
大学が授業だけでなく学生生活全般を通

じて学生を教育するという考え方は、アメリ
カのリベラルアーツカレッジに典型的にみ
ることができる。そこでは、学生と教員が、
教養教育や人間形成という共通の目的のた
めに、同じキャンパスに住まい生活をしてい
る（喜多村1993）。このような特徴を持つ大
学 は 、 古 典 的 な 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 」
（MacIver,1924）としての特質をもつものと
とらえることができる。
現在の大学は、このような共通の目的を教

員と学生の間で共有しているわけではない。
しかし、学生は大学のさまざまな活動に参加
し､帰属感を感じ、影響を受けている。現代
でも大学生活の全体を通じて学生を教育す
る大学コミュニティが成立していると見る
こともできる。コミュニティとしての大学の
教育力の実態を明らかにする意義は大きい。

この分野の研究面では、欧米のカレッジイ
ンパクト研究がある。それらは、大学のさま
ざま環境要因の学生への影響を大量のデー
タで明らかにしようとしているが、心理学的
色彩が強く、社会的要因間の関係が明らかで
ない。また、学生のサブカルチャーの実態を
考慮していないので、学生への影響をリアル
に把握されていない。
日本においては、文部科学省や全国大学生

協の大規模な学生調査があるが、それらは、
学生の経済的側面に偏った調査になってい
て、学生がトータルなキャンパスライフから
どのような影響を受けているのかが明らか
でない。個別の大学の学生調査も行われてい
るが、記述的で分析的ではない。

２．研究の目的
以上のような問題意識から、本研究では、

大学の「教育力」を、授業や勉強を中心とし
た教育力だけでなく、コミュニティとしての
大学のキャンパスライフ全体に注目し、学生
の成長に働く全ての「教育力」を考察の対象
にする。
したがって、大学の部・サークル活動、友

人関係、恋愛、学生寮、学生支援、キャリア
支援、カウンセリング等も含め、さらに大学
の伝統やチャーターの効果も含めて大学の
「教育力」を考察した。

大学類型ごとでも、「教育力」の特質は
違っている。 各大学の目指す「教育力」、
実際の｢教育力｣、そしてそれらの学生への影
響に関して、各大学、各大学類型別に詳細な
考察が必要である。
大学の「教育力」を要素に分解すると、「大

学力」「教師力」｢職員力｣「学生力」という
4 つを分けることができる。

「大学力」は、大学の伝統、地域的環境、
規模、風土、偏差値、チャーター、卒業生の
実績、同窓会などからなる大学の総合的な
｢教育力｣である。

｢教師力｣は、主に授業を通して直接学生
に働きかけるものであり、教員の学問的業績、
実力、研究・教育意欲、授業内容、授業方法、
成績評価、学生に対する接し方など、どのよ
うな教師が高い「教育力」をもつのか、実証
的に検証すべき事柄である。
「職員力」は、教師以上に学生と直に接す

る人たちであり、学生への影響力も大きい。
また、職員の大学経営への参加も強まってお
り、「大学力」の一翼を担うようになってい
る。
「学生力」は、それぞれの大学の学生が持

っている教育力である。学生は通う大学にど
のような学生がいるかということから大き
な影響を受ける。クラスの人間関係、部・サ
ークルでの仲間、先輩－後輩関係、異性との
関係、周囲にいる学生からの影響を考察する
必要がある。

以上のような 4つの教育力の実際の働きを
データで考察する。

３．研究の方法
大学の「教育力」を研究する際に、教育的

理念だけで語られることが多いが、大学の実
際の「教育力」を、実証的に､明らかにする。
各大学の「教育力」を、さまざまな既存のデ
ータや、大学や教職員や学生へのアンケート
調査、インタビュー調査、観察調査によって、
実証的に検証した。
大学生へのアンケート調査は、2007年11月

～2008年1月にかけて、全国の14大学（国立3
校、私立11校）の大学生2647名の回答を得た。
その内容は、キャンパスライフ全体に及んで



いる。すなわち、大学の授業、部・サークル
活動、友人関係、恋愛、アルバイト、家庭教
育、高校生活、進学動機、将来像、職員、キ
ャリア支援、大学チャーターの効果などであ
る。

さらに、学生の実態に関する資料や調査デ
ータの分析や大学のキャリア支援や職員の
ＳＤに関する考察を行った。

４．研究成果
学生へのアンケート調査から明らかにな

った点は、以下の７点である。
（１）、大学を大学の伝統（創立年）、規

模、入学偏差値等により、3 つの大学類型を
作ることができた。すなわち「伝統総合大学」
「中堅大学」｢新興大学｣の 3 類型である。大
学の 3 類型で大学教育や学生のキャンパスラ
イフの違いをみると、次のようなことが明ら
かになった。「伝統大学」は幅広い教育を展
開し学生の自主性を重んずる教育をして、学
生もモラトリアム期を有効に活用している。
一方「新興大学」は学生の資格取得に力を入
れている大学が多く、学生も資格取得を目指
し、部・サークル活動への参加は少ない。「中
堅大学」は、その中間である。このように、
大学類型ごとに、目指す｢教育力｣も違い、そ
の違いが学生のキャンパスライフに反映さ
れていることが明らかになった。
（２）1997 年と比べ、2003 年・2007 年で

は、授業によく出席する学生が増えている。
また、授業全体に満足する学生、校舎・教室
に満足する学生、先生・職員との関係に満足
する学生が増加している。授業改善・FD・
SD の取組が全国的になされており、それが
教員、職員に浸透し、学生の評価につながっ
ていると解釈できる。
（３）このように授業を中心としたキャンパ
ス内に肯定的な意識を持つ、いわゆる「ま
じめ」な学生が多くなっている。これは、
学生の「生徒」化、「子ども」化現象とも
解釈できる。学生の自主性、主体性を前提
として組み立てられてきたこれまでの大
学教育のあり方が問われている。

（４）大学生の「向授業」的傾向には、小学
生時の親の教育的なかかわりと、高校時代
の勉学態度が大きく関わっている。大学教
育と家庭文化、高校までの学校文化・生徒
文化とのかかわりが示唆された。

（５）)大学生の「向授業」的傾向には、入学
後の施設・環境や人間関係の満足度との関
連も非常に大きい。中でも、「今の大学に
入ったこと」、「先生との関係」、「就職ガイ
ダンスや就職支援」の 3 つの要因の規定力
がとりわけ強い。また、「職員との関係」
も影響している。学生のキャンパスライフ
への総合的支援が求められている。

（６）「向授業」の学生は、非常に規範的で

ある。高校までに学校世界に馴染んだもの
（=「まじめな生徒文化」）が、「学校化」
された大学の授業にコミットしやすいと
いう構図ができあがっている。大学独自の
学問や学生文化の独自性との関連を、大学
教育の中にどう位置づけていくのかが課
題になっている。

（７）若者文化への積極的なコミットメント
と勉強への積極的な意識や関わりが両立
しうることが示された。若者文化との関わ
りも視野に入れた、キャンパスライフの構
築、整備が求められている。

さらに、他の資料分析や職員へのインタ
ビューも含め、大学の教育力を考察して、
以下の知見を得た。
第１に、大学チャーター（charter）に教

育効果があることが明らかになった。それ
ぞれの大学には、大学の入学偏差値や卒業
生の進路に規定されたチャーターやイメ
ージに合わせて、学生が集まってくる。そ
してその大学チャーターやイメージに合
わせた教育が大学で行われ、教員もその大
学のチャーターに合わせて学生への教育
を行っている。また、学生自身、チャータ
ーに合わせ他者から期待され、自己規定す
る。たとえば東大の学生は、東大生という
イメージに内外から晒され、それに合わせ
た自己形成をはかる。大学の社会化機能と
は別に、チャーター効果というものがある。
第２に、イニシエーション（通過儀礼）

の場としての大学の大切さがある。大学生
の期間は、子どもから大人になる過渡期で
あり、入試（入口）と就職（出口）にはさ
まれ、根源的知識の探求と厳しい試練がな
される期間である。大学は自由と同時にき
びしい試練の場であってこそ通過儀礼と
しての意味を持つ。厳しい単位認定や卒論
審査、厳しい練習が要求される部、サーク
ル活動などが、通過儀礼としての役割を果
たし、大学生の成長を培っている。
第 3 に、大学の授業やゼミで養われる職

業的能力の基礎がある。具体的な職業に対
応した教育を大学で行うことには限界が
あるが、情報の収集やその処理能力、集団
討議の中でものごとを決定していく能力
は、大学の授業やゼミで培われている。ま
た、学生は、学問（知）を媒介にしたさま
ざまな活動を通して人間的に成長する。ゼ
ミや学科などを通しての教員と学生、学生
同士のつながりは、クラブ活動や友人関係
では得られないものを提供している。大学
の中核の活動を大切にしたい。
第 4 に、コミュニティとしての大学の大

切さを強調したい。モラトリアムの時期の
大学時代は、大学のさまざまな活動に参加
し、教員、職員、先輩、友人とかかわり、



さまざまなキャンパスライフを体験し、知
識を蓄積し、人間形成をはかることが大切
である。大学のさまざまな活動に参加して
いる人ほど、大学生活への満足度が高いと
いうデータが得られている。大学は一つの
コミュニティとしてさまざまな機能を備
えている。そのコミュニティとしてのまと
まりと多様な機能が、学生の満足度、帰属
意識を高め、有意義な大学生活を送ること
に繋がる。そのためには、教員だけでなく
大学職員、学生や卒業生も含めた、大学の
コミュニティ作りが必要である。

このように、大学生は授業・勉強を中心に
しながらも、キャンパスライフのさまざまな
物的、人的かかわりの中で、多様な活動を展
開し成長していっている。学生の入学以前か
らキャンパスライフを経て卒業まで、その教
育力の規定関係のメカニズムを明らかにし、
有効な支援をしていくことが大切である。
学生のさまざまな活動をきめ細かく支援

する体制、学生が多面的に活動できるコミュ
ニティとしての特質を大学がもつことによ
って、学生の主体性（「学士力」）も育ってい
く。

大学や社会はどのような学生支援をして
いけばいいのか。大学生の意識に即してまと
めると次のようになる。
第１に、冒険して失敗しても大きなダメー

ジにならない場を用意すること。それによっ
て、若者はリスクを心配することなく、全力
でチャレンジすることができる。これには、
日常生活とは時間的にも空間的にも切り離
された「聖」や「遊」の場を作ることと日常
生活のセーフティネットを完備することの
２つが考えられる。
第２に、現代の大学生の傷つきやすい心情

にも配慮が必要であろう。今の大学生は豊か
な社会、少子化の中で､ほしいものをあらか
じめ与えられ、物質的な苦労や挫折を知らな
い。18 歳人口の減少、大学入学定員の拡大、
入試の多様化などにともない受験競争が大
幅に緩和され、多くは入試での深刻な挫折体
験がない。失敗、挫折体験のない大学生は、
些細な失敗にも大きく傷つき、トラウマを後
に引きずり、挑戦をしなくなる。
第３に、安定志向、意欲を抑え気味の現代

の大学生の行動を嘆くより、大人や社会の若
者（大学生）への扱いを見直すことも必要で
ある。フリーターが多いことや就職した若者
が３年以内に辞めるのは、若者自身に問題が
あるというよりは、今の企業の都合によると
ころが大きい。不況の中で人件費を節約する
為に正社員ではなく契約社員やフリーター
を雇い、正社員に対しても企業で人を育てる
というよりは、過酷な労働で酷使している。

また、若者のやる気やボランティア精神を低
賃金で働くことに利用したり、青少年の夢を
ビジネスに利用したり（「夢市場」）、貧困を
利用したり（「貧困ビジネス」）と、大人や企
業の方に問題性も多い。
現代の大学生の現状とそれを作り出した

大学やや社会の仕組みを冷静に見つめなが
ら、現代の大学生の意欲を引き出し、支援し
ていく仕組み（教育力）を、大学の中に作っ
ていくこと今求められている。
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